
 

 

 

 かみのせき學苑祭と併行して、１１月６日（日）に開催される

『第１８回 総合文化祭柳井大会』の準備も進んでいます。 

 10/6 付で生徒を通じて案内文書を配付しております。若干

の時間変更が生じましたが、ほぼ、文書でご案内の通り参加を

計画していますので確認のほど、よろしくお願いします。 

 

【要旨】 

（１）生徒は午前の部（9:15～12:00）に参加 

 ①往路：8:15学校集合（出席確認後、スクールバスで出発） 

 ②復路：13:15現地出発、14:00頃上関着 

（２）昼食は学校で弁当を注文（保護者の準備必要なし） 

（３）ステージ発表（サンビームやない）観覧は、生徒・学校 

関係者のみ（入場不可） 

（４）展示発表（柳井小学校体育館）は、一般観覧可能 

＊5日（土）13:00～16:00  ６日（日）10:00～15:00 

 

＊なお、10/6付文書に訂正を加えたものは、学校HPでも 

ご覧いただけます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 １１月３日（木）に実施される『かみのせき學苑祭』が間近に迫ってきました。我々にとっても初めての

試みで、「やってみなければ、わからない」面もあり、（不安少々）期待感満載です。 

今回は、『かみのせき學苑祭』を少しでもイメージしていただくため、三つの特徴を紹介します。この特

徴を通して、なぜこの行事が生まれてきたのかついてもご理解いただけると幸いです。 

 

１ 『かみのせき學苑祭』とは、上関小・中学校が共に行う学習発表の場であること 

 『かみのせき學苑祭』は、そもそも中学校の「文化祭」が始まりで、そこに小学校が加わっ

たものです。小学校でも過去に学習発表会を実施していた経緯もありますが、小学校でこのよ

うな文化祭を実施する学校、ましてや小中共同で実施する学校は、全県、いや全国的にも珍し

いのではないかと思います。 

 小学生、特に低学年にとっては、中学生の発表は難しいものもあると思いますが、小学生が中学生の姿を

見ることで、憧れを感じるとともに、数年後の自分の姿とを重ねることができます。すなわち、自分のめざ

す【見通し】をもつことができるのです。また中学生は、小学生の発表を見ることで、これまで自分たちの

姿を重ね、自分の成長の実感【振り返り】を行うことができます。 

共同で一つのものをつくり上げる活動もあります。小中で一枚の大きな「モザイ

クアート」を制作したり、合唱のコラボレーションが企画されたりしています。こ

の共同活動の様々な場面で、左の写真のような児童・生徒の素敵なかかわり合いが

行われています。実に微笑ましい場面であり、これも共同することの醍醐味です。 

 

２ 『かみのせき學苑祭』とは、学校から離れた場所での行事であること 

学校から離れて「上関町総合文化センター」で行うことも大きな特徴です。少しでも多くの方に作品を見

ていただきたいその思いから来たものです。 

 センターの素晴らしいステージや音響・照明設備の中で発表ができることも大きなメリットとなります。 

 ステージ発表は、センターの収容人員の関係で本校関係者に観客が限定されますが、地域や上関を訪れた

方々にも見ていただけるよう、モニターを外に設置する予定です。 

 また展示の部につきましては、誰でも入って観ていただくことができますので、是非子どもたちの作品に

目を通していただきたいと思います。 

 

３ 『かみのせき學苑祭』では、「地域貢献」をテーマにした学習成果が発表されること 

 「なぜ、學苑祭を１１月３日（祝）に実施するのか」の意味がここに込められています。上関町の大きな

イベントである『愛・ランドフェア』とタイアップして、「自分（子供）たちの手で町を元気にしたい」「こ

れまでのお世話になっている地域の方々に恩返しをしたい」という子どもの願いを叶えること

がそもそもの始まりです。今年度は『愛・ランドフェア』が残念ながら中止となり、タイアッ

プが叶いませんでしたが、午後から「地域貢献」をテーマとした活動を各学年で実施します。

ささやかではありますが、生徒たちの考える「上関のために何ができるか」について、見て、

聴いて、感じ取っていただければ幸いです。 

 

上関町立上関中学校 

 学校だより No.８ 

令和４年１０月２６日

日 

http://  HPアドレス http://www.town.kaminoseki.lg.jp/kami-juniorhighschool/index.html 

日 曜 学 校 行 事  ・ 一 般 行 事
給
食

バス 日 曜 学 校 行 事  ・ 一 般 行 事
給
食

バス

1 火 ○ 16：40① 16 水 研究授業(一人一授業)、職員会議 ○ 15:30①

2 水 ○
12：10①
15：00①

17 木 小中合同学校保健委員会 ○ 17:00①

3 木 かみのせき學苑祭 15:30① 18 金
期末テスト発表、定期教育相談、
３年進路説明会

○ 16：25①

4 金 19 土

5 土 20 日

6 日 山口県中学校総合文化祭 21 月 ○ 16：25①

7 月 22 火 ○ 16：25①

8 火 生徒集会 ○ 17:00① 23 水

9 水
小中合同花の苗植え、３年防煙教室、
職員会議

○ 15:30① 24 木 ○ 16：25①

10 木 ○ 17:00① 25 金 期末テスト① ○ 13:40①

11 金
３年学力診断テスト、校内教育支援委員会、
いじめ対策協議会

○ 17:00① 26 土

12 土 27 日

13 日 28 月 期末テスト② ○ 17:00①

14 月 ○ 17:00① 29 火 専門委員会 ○ 17:00①

15 火
人権参観日、人権講演会、
学校運営協議会

○ 17:00① 30 水 職員会議 ○ 15:30①

２日：生徒集会　　５･６日：３年三者懇談　　７日：職員会議　　８日：生徒会役員選挙　　１２日：校内推薦委員会
２０日：専門委員会・生徒会役員引継ぎ　　２１・２２日：１･２年保護者懇談会　　２３日：終業式・内外清掃・職員打合せ
２８日：学校閉庁日　　３１日：大晦日

備
　
考

【１２月の行事予定】　（予定ですので変更することもあります）



 

 

 

先月号で紹介した学校評価アンケート結果でも明らかになった「SNS 問

題」についてですが、本校（學苑）でも様々な側面からこの問題に取り組んで

います。最近行った三つの取組を紹介します。 

 

◇其の壱：委員会活動で『SNS10箇条』について評価したこと 

生徒会厚生委員会では、自分たちでつくった『SNS10箇条』が実践されて

いるかについての評価（チェック）を行いました。終学活を利用し１０箇条が

それぞれどの程度守られているか評価しました。このアンケートも

GoogleFormを利用し実施、回収、集計するなど、SNSの利便性をあらため

て実感させられました。 

 

 生徒のアンケート結果は以下の通りです。概ね守られているものと課題の残るものが出ています。結果は

もちろんですが、私が最も考えさせられたのは、ある生徒の声でした。 

「①寝る１時間前にはメディアの使用をやめる」

について、「逆にどう過ごしたら良いのか」と生徒

に相談され、教師が回答に困ったと話していたので

す。確かに、（恥ずかしながら）私自身もスマホを

見ながら寝落ちすることもあり、真剣に課題を解決

しようとしている生徒にどのような言葉をかける

べきか考えさせられました。 

これらの課題は、子どもたちの課題だけではなく

我々大人に突きつけられた課題でもあるのです。

「②困ったらすぐ大人に相談する」「⑤家庭でのル

ールを決める」「⑥課金について保護者と相談する」

は、子どのたちだけでは解決できません。 

まさに家庭規模の問題です。是非子どもたちと向き合い、〇〇家なりの答えを導き出していただけるとあ

りがたいです。＊結果については10/5 上中保健だよりに詳しくお知らせしています（学校ＨＰにもしば

らくアップしますのでご覧ください）。 

 

◇其の弐：『SNS10箇条』を“かみのせき學苑生”全体で！ 

１０月３日（月）の小中合同集会では、中学校の厚生委員会が小学生に向

けて、ＳＮＳとの付き合い方、『ＳＮＳ10箇条』の取組について説明しまし

た。SNS 問題は、もはや低年齢化しており、小学校でも大きな課題となっ

ています。このＳＮＳ問題にも小中一貫して取り組んでいく必要があるとい

うことから是非小学校へと生徒が発信したものです。 

 説明の後、『ＳＮＳ10 箇条』啓発のためのポスターを手渡しました。「と

もに大きな課題であるＳＮＳ問題に取り組んでいこう」という決意を新たに

できたと思います。 

 実効は、容易な道ではないかも知れませんが、cresc. 

「自分を信じて 何事にも挑戦！ 私ならできる！！ 君ならできる！！！」 

◇其の参：「スマホ・ケータイ安全教室」の開催 

１０月１４日（金）に携帯会社から講師をお招きし、標記教室を開催しまし

た。この教室により、犯罪被害（加害）防止と健康被害防止の両側面からあら

ためて、ＳＮＳ問題を捉える直す機会になりました。 

＊以下に生徒の感想を示しています。 

〇今までもスマホ・ケータイ教室を受けてきて危険さはある程度知っていたつもりでいましたが、学年が

上がり、スマホ・ケータイの危険さが深く知れたように思います。【1年生】 

〇家庭でのルールや学校のタブレットのルールを守ることが、一番自分の身を守るために大切なことだ

と思いました。【２年生】 

〇ゲーム依存症は病気だと言われていましたが、もしかすると私もその一人ではないかと考えました。こ

れから改善していきたいです。【２年生】 

〇自分が普段使っているアプリやソフトの中にもトラブルの原因があるかもしれないので、普段から気

をつけていきたいです。【３年生】 

 

 

 

 

＊出場した生徒の感想を以下に掲載します。    

 

１０月９日（日）、山口市維新公園テニスコートで山口県新人大会が行

われました。ソフトテニス個人戦に出場した本校の2年生ペアは、１回

戦に見事勝利し、２回戦に進みました。２回戦の相手はとても強く、残念

ながら敗退してしまいましたが、最後まであきらめず白球を追い、声をか

けあい互いを鼓舞する姿は、見ていて頼もしさを感じました。 

     

◇「私は初めて県大会に出場しました。１回戦目は勝ちましたが、２回

戦では負けてしまいました。この経験を生かして今後の練習に取り組み

たいです。また後輩たちにも引き継いでいきたいと思います。」 

◇「私にとって刺激になった場所でした。キャプテンとして、自分が学

んだことを後輩に伝えていき、仲間と日々成長していきたいです。もう

一度あのコートに立ち、プレーができるよう一つ一つの練習を大切にし

ていきます。」 

 

また１０月１３日（木）、山口県科学発表会に熊毛郡代表として本校3年生が出場しました。ＺＯＯＭで

の発表ではありましたが、緊張感のなかでも生徒は堂々と発表しました。地元の特産であるビワを題材とし

た研究で、この研究により地元の活性化につながればという思いもしっかりと伝えることができました。 

そして、山口県での入選という、素晴らしい評価をいただくことができました。 

なおこの発表は、１１月３日の『かみのせき學苑祭』でも発表する予定です。 

 

◇「今年はコロナの影響でオンラインでの発表となりましたが、それでも、

聞き取りやすく説明しようと意識して発表できました。とても緊張しまし

たが、人前で物事を説明するという良い体験ができました。」 

 

  

  


